
　本学では以下のとおり、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を定めている。また、これらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のある入学者を受け入れるために、次のとおり

全学および各学部学科において入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定している。

全学共通部分（学則第１条…「深く専門の学芸を教授研究」「カトリック精神および日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成」）

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づ
いて、他者と自分を尊
び、全人的な「常識」
と「良識」を備え、自
由に自分の人生を選び
取っていく自立した女
性
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・�キリスト教精神に基づ
いた「常識」と「良
識」を有している。
・�自立した女性として人
生を切り開くための
知識を有している。

【編成方針】
・�キリスト教精神に基づいた「常識」と「良識」
を有し、自立した女性として人生を切り開くた
めの知識を身につけるためのベースとなる科
目を「カトリック教育」に配置する。
・�自立した女性として人生を切り開くための知識
を身につける科目を「自己の形成」に配置する。

【実施方針】
・�キリスト教精神の基礎を学ぶ科目を全学必修と
して行い、多角的な視野からキリスト教精神を
学ぶ科目を選択必修として行う。
・�アクティブラーニングを積極的に取り入れ、主体
的に学ぶ内容の授業を行う。

〔期待する能力〕
本学の建学の理念であるキリスト
教精神に触れ、理解しようとする。
他者や社会に奉仕する中で自己
の人格を高めようとする。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自己ア
ピール)、調査書、面接

人間やその生活、社会、
自然のすべてについて
の幅広い知識と教養を
身につけ、新たな理解
を行い、自己涵養に努
める女性
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・�人間やその生活、社
会、自然などについて
幅広い知識を身につ
けている。
・�自身の知識を基に、新
しい事柄を理解する
力を身につけている。

【編成方針】
・�幅広い知識と教養、新しい事柄を理解する力を身
につけられる科目を配置する。
・�多様な教養科目群に「人間と文化」「人間と社会」
「人間と自然」「人間と情報」「教育の基礎」という区
分を設けて科目を配置する。

【実施方針】
・�生活、社会、自然、情報、教育等に関する幅広い
知識と教養を身につけるとともに、理解を深化さ
せることを目指し、自己の問題として認識できるよ
うな授業を展開する。

〔期待する能力〕
高等学校における学習内容を基
礎として、各専門分野に資する知
識と理解の土台がある。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己ア
ピール)、調査書、レポート、学力
試験、口頭試問、資格検定

グローバル化の時代に
対応し、外国語および
日本語で、国籍や言語
の異なる人々とも円滑
にコミュニケーションを
行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身
につけた女性
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・�日本語の正確なコミュ
ニケーションスキル及
び運用能力を身につ
けている。
・�母語以外の外国語で
のコミュニケーション
スキルを有している。

【編成の方針】
・�研究論文執筆をにらんだアカデミックライティング
科目を「自己の形成」に配置する。
・�段階的に英語および他の言語について学べる科
目を「外国語」に配置する。

【実施の方針】
・�レベルや目的別に応じた内容で、実践的・主体的
に学べる授業を行う。

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語力をも
ち、英語などの外国語で読み、書
き、聞く、話す意欲がある。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自己ア
ピール)、レポート、学力試験、面
接、口頭試問、資格検定、英作文　

現代社会のさまざまな
課題に対して、知識や
現象を分析し、適切な
情報処理を行って、批
判的、論理的に思考し、
問題解決を行う力を身
につけた女性
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・�適切な情報処理がで
きる
・�主体的に批判的・論理
的な思考を展開でき
る。
・�課題に対し、問題解決
に向かう提案ができ
る。

【編成の方針】
・�適切な情報処理のため、その考え方の基礎から応
用、発展までの科目を「人間と情報」に配置する。
・�主体的に批判的・論理的な思考を展開でき、課題
に対し問題解決に向かう提案ができる力を身につ
けられる科目を配置する。

【実施の方針】
・�情報処理の基礎能力を身につけるための科目を
全学必修とし、実践的に学んだうえで、これからの
社会に必要な情報に関する知識などを身につけ
る教育を行う。
・�主体的に批判的・論理的な思考を展開でき、
課題に対し問題解決に向かう提案ができる授
業を行う。

〔期待する能力〕
課題について粘り強く考えようと
し、広い視野をもって、自らの考
えを柔軟に評価・修正できる。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己ア
ピール）、レポート、学力試験、
面接、口頭試問

他者に心を開き、社会
で不利な立場におかれ
た人々を含む、さまざ
まな人々と共生・協働す
る力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力
を身につけた女性
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・�他者に対し適切な理
解と対話をするため
の力を身につけてい
る
・�他者と共生・協働する
ための素養を身につ
けている

【編成の方針】
・�「自己の形成」「カトリック教育」を中心に、他者と
の関係の中で自立した女性として生きていく態度
を身につけるための科目を配置する。
【実施の方針】
・�自己の形成、キャリア教育など、アクティブラーニ
ングによる教育を行う。
・�他者を尊重し、対話などコミュニケーションを重視
した参加型の授業を行う。

〔期待する能力〕
人と協力してともに問題解決をし
ようとする意欲をもち、集団での
活動経験（部活動、課外活動、
ボランティアなど）を活かし、様々
な学習に能動的に参加できる。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己ア
ピール）、調査書、面接

総合的な学修経験を
行って、実践的に、他者
や社会に対して、自らの
学修成果を発信する女
性。また、専門知識を
基盤に、自ら立てたテー
マに基づき研究に取り
組み、学修成果をまと
め、創造的に発信する
女性
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・�自らの学修成果をまと
め、発信することがで
きる。

【編成の方針】
・�自らの学修成果をまとめ、発信することができる
ための基礎を身につける科目を配置する。

【実施の方針】
・�アクティブラーニングを取り入れた科目において、
主体的に取り組む授業を行う。

〔期待する能力〕
自らが学習したことを他者に明確
に説明しようとし、さらに学習を通
じて新たなアイディアやものを創
り出そうとする。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己ア
ピール）、レポート、学力試験、
面接、口頭試問

３−⑹　京都ノートルダム女子大学　３つの方針
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